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東海旅客鉄道株式会社 
 

車掌訓練装置に「駅ホーム係員のための訓練機能」を追加 

 

東海道新幹線の駅ホーム係員の対応力を高め、ホーム上の安全性をより一層向上させるこ

とを目的として、駆け込み乗車など様々な事象を想定した実践的な訓練を行う機能を追加す

ることとしましたので、お知らせいたします。 

 

１．概 要 

 （１）導入箇所 

    ・東京・名古屋・大阪各地区の運輸所、総合研修センター   計４箇所 

（既存の「車掌訓練装置」に駅係員向けの機能を追加します） 

 （２）この装置で実践的な訓練を行う事象 

    ・駆け込み乗車、お客様の列車への接近、転落 

    ・非常停止ボタン動作、可動柵故障 

    ※車掌と駅係員による連携を意識した合同訓練も可能となります 

（３）導入時期 

   平成２６年１２月以降順次導入し、平成２７年３月までに設置完了 

 

２．投資額 

  約１億円 
   ○訓練装置のイメージ図 （赤字が新規設置のもの） 

 
 

① 

② 

③ ④ 

⑤ 

①列車監視モニタ 

駅ホーム係員がホーム上の安全を監視す

るモニタ 

②前面スクリーン 

③乗降終了スイッチ 

車掌にお客様の乗降終了を知らせる装置

④可動柵操作盤 

可動柵の開閉等を行う操作盤 
⑤訓練設定端末（駅係員用の機能を追加）

 

※車掌と駅係員が同時に訓練に参加し、 

連携を相互に確認することもできます

（車掌が訓練する様子：既存装置） 


